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第6回パークレンジャー養成講座を行いました。この日は16名の受講生が集まり、6月9日以来久しぶりの講座でした。
まず前回の講座を振り返りました。
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大阪市立大学大学院の嘉名先生に「景観とはなにか」、「景観の意味」、「魅力的な景観」、「景観の編集の仕方」、「景観を読み解くヒント」、「景観デザイン事例」等について、わかりやすくお話いただきました。また、泉佐野丘陵緑地の景観の特徴についても、地図を用いて、詳しく説明いただきました。
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いい景観には、視点場（見る場所）と視対象（見るもの）の関係性が良い、という条件が必要だということを説明頂きました。また、視点場と視対象によって成立する一枚のシーンの意味を考えることで、景観がどのようなものかわかることを教えていただきました。他にも、場所につけられた名前には景観を読みとるヒントが隠されているということや、歴史や地域の文化も景観を構成する上で重要な要素だということも学びました。
午後はバスに乗って、泉佐野市教育委員会の東原さんの案内のもと、泉佐野の歴史資源を見学しました。今回、訪れたのは、日根神社と意賀美神社の2箇所です。バスでの移動中は泉佐野全体の歴史や車窓から見える景色に関する歴史についてもいろいろと教えていただきました。
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最初に訪れたのは、日根神社です。ここは日根荘（ひねのしょう）遺跡の宝庫です。本殿をはじめ、隣接する慈眼院（じげんいん）や多宝塔、井川（ゆかわ）等数多くの史跡があります。天然記念物である姥桜（うばざくら）など、これまでに何度か訪れたことがある受講生の方でも、初めて知ったことがたくさんありました。

次に訪れたのは、意賀美神社です。ここは泉佐野市に現存する中で一番古い神社だそうです。また、雨にまつわる神社で全国に同じ名前の神社があるそうです。本殿の桧皮葺（ひわだぶき）を施工する際に使われる檜の樹皮は、神社裏手の林から採取されていることを知ることもできました。

バスに戻った後も引き続き古地図や資料をもとに泉佐野市の史跡の解説を聞きました。最後にバスの中で次回の案内などをアナウンスした後、感想シートを記入し終了しました。
≪主な感想≫

・後付けのようなものだと思っていた景観が、しっかりと計画性があるものだと理解できました。
・人によって受け取り方が異なるので、誰を対象に何を伝えるのかを明確にして、想いが伝わる公園にしていきたいです。

・これから象徴的な景観を見つけ出したいと思いました。

・景観の見方、定め方を学び、周辺との調和の取り方が理解できました。
・景色を見る人によって、感じ方が違うと言う話を聞いて、公園をデザインするにあたって、その違いが重要だと思いました。

・史跡見学では、近くの住民でありながら、知らないことばかりで勉強になりました。
・住民の方々にも史跡のことを知ってもらいたいと思いました。

・泉佐野の歴史や旧跡がよくわかり、認識を新たにできました。

・泉佐野の歴史について非常に興味を持ちました。
第6回パークレンジャー養成講座


「地域の景観・歴史・文化を学ぼう！」








講師：嘉名 光市


　　　東原 直明











日時：平成24年9月1日（土） ところ：泉佐野丘陵工区事務所1階会議室、日根神社、意賀美神社





１．前回の振り返り





２．講義：景観づくりを学ぼう





報告２





３．歴史と史跡を巡る








４．日根神社の見学





５．意賀美神社の見学








６．バス移動・ホームルーム・閉会








